
事業事前評価表 

 

１．案件名 

国名：エルサルバドル共和国 

案件名：サンミゲル市バイパス建設事業 

L/A 調印日：2014 年 8 月 20 日 

承諾金額：125.95 百万円 

借入人：エルサルバドル共和国政府（Government of the Republic of El Salvador） 

 

２．事業の背景と必要性  

(1) 当該国における道路セクターの開発実績（現状）と課題 

エルサルバドルは、面積約 21,000km2の中米最小の国家であり、主要な運輸・交通

手段は道路による陸上輸送である。同国で最も重要な幹線道路は中央部を東西に横断

するパン・アメリカン・ハイウェイ（国道 1 号線：CA-1）である。CA-1 は首都サン

サルバドルを含む国内の主要都市間を結ぶのみならず、メキシコからパナマまでを結

ぶ中米地域最重要物流網となっていることから、CA-1 における円滑な輸送の確保は

同国において重要である。 

他方、近年の同国の経済発展に伴い、都市部における市内道路輸送需要も高まって

いるが、同国の多くの都市において市の中央を通過する幹線道路が市内交通の役割も

担っているため、同幹線道路の渋滞が深刻化している。人口約 22 万人を抱える同国

第 4 の都市サンミゲル市は、内戦による被害が深刻で開発が遅れた東部地域の中心に

位置しており、とりわけこの傾向が顕著である。市街化の進展により市の中心部を通

る CA-1 に流入する交通量が増大し、これによる CA-1 の交通渋滞が市内交通および

都市間交通の両方を大きく阻害している。 

(2) 当該国における道路セクターの開発政策と本事業の位置づけ 

2009 年 6 月に発足したフネス政権（当時）は、経済の活性化及び中米統合の促進

を重要政策とし、国家開発 5 カ年計画（2010～2014）の 5 つの重点課題の 1 つとし

て「経済の再活性化」を掲げ、道路・橋梁整備を含む経済インフラの整備をこの中に

位置付けていた。また、2004 年に策定された「国土整備開発計画」では、本事業が

優先事業に位置付けられており、サンミゲル市中心部を迂回するバイパス建設及び同

市東側の既存 CA-1 の拡幅が計画されている。2014 年 6 月に発足したサンチェス・

セレン政権は、大統領選挙期間中の公約の中で、10 の優先事項の 1 つに「開発のた

めの公共投資」を掲げており、その中の具体的な方策の 1 つとして本事業が明記され

ている。 

(3) 道路セクターに対する我が国及び JICA の援助方針と実績 

対エルサルバドル共和国国別援助方針（2012 年 4 月）の事業展開計画における重

点分野として「経済の活性化と雇用拡大」が定められ、本事業は同重点分野に合致す

る。道路セクターに対する支援実績としては、円借款「道路整備事業」（承諾額 10,332

百万円：1994 年）等がある。同事業では、ハリケーンが頻発する当国の事情を考慮

して、のり面保護等、我が国ならではの防災の視点が同事業の効果発現に寄与した点

円借款用 



として評価されているとともに、我が国は途上国が災害に強い社会を構築できるよう、

開発のあらゆる面で防災の観点を取り組むこととしていることから、本事業において

も「防災の主流化」の視点を含めることとする。 

(4) 他の援助機関の対応 

米国は、北部地域における輸送インフラを重視し、Millennium Challenge Account

（MCA）を通じて北部横断道路整備事業（約 234 万ドル）を行った。また、米州開

発銀行（IDB）は運輸分野を協力優先分野として 2010 年より地方道路整備を、中米

経済統合銀行（Central American Bank for Economic Integration：CABEI）は道路を

含む生産インフラを戦略的優先分野に位置づけ、南部の都市ウスルタンにおいてバイ

パス整備をそれぞれ支援している。 

(5) 事業の必要性 

本事業は、サンミゲル市周辺における幹線道路整備による交通輸送能力の増強を通

じて同国経済の発展に寄与するものであり、エルサルバドル政府の開発課題・開発計

画、我が国及び JICA の援助方針にも合致する。よって、JICA が本事業の実施を支援

することの必要性・妥当性は高い。 

 

３．事業概要 
 

(1) 事業の目的 

本事業は、サンミゲル市周辺における幹線道路の整備によって、車両のサンミゲル

地域通過時間の短縮による CA-1 の交通輸送能力の増強を図り、もってサンミゲル地

域、ひいてはエルサルバドルの経済発展に寄与するもの。 

(2) プロジェクトサイト/対象地域名 

サンミゲル県サンミゲル市、ケレパ市、モンカグア市 

(3) 事業概要 

1) 既存CA-1の拡幅（既存の片側1車線（アスファルト舗装）を2車線化）：モンカ

グア～エル・オブラフエロ間 

2) バイパス建設（新設、片側2車線、アスファルト舗装）：エル・オブラフエロ～

アト・ヌエボ間 

3) バイパス建設（新設、片側1車線、アスファルト舗装）：アト・ヌエボ～エル・

パパロン間 

4) 橋梁整備（上記 2）区間のサン・ミゲル・デ・グランデ川渡河のための橋、及

び、上記 3)区間のタイシウワット川渡河のための橋、合計2橋） 

5) コンサルティング･サービス（詳細設計（D/D）、入札補助、施工監理、環境社

会配慮モニタリング、道路防災支援（脆弱性評価手法の精査、既存インベント

リーへの反映、設計基準の提案）、プロジェクト実施ユニット支援） 

(4) 総事業費 

16,377 百万円（うち、円借款対象額：12,595 百万円） 

(5) 事業実施スケジュール 

2014 年 8 月～2019 年 12 月を予定（計 64 ヶ月）。施設供用開始時をもって事業完

成とする。 



(6) 事業実施体制 

 1) 借入人：エルサルバドル共和国政府（Government of the Republic of El Salvador） 

 2) 事業実施機関：公共事業省（Ministerio de Obras Públicas, Transporte, Vivienda 

y Desarrollo Urbano：MOPTVDU） 

 3) 操業・運営／維持・管理体制：道路保全基金（Fondo de Conservación Vial: 

FOVIAL） 

(7) 環境社会配慮・貧困削減・社会開発： 

1) 環境社会配慮 

① カテゴリ分類：A 

② カテゴリ分類の根拠：本事業は、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン」

（2010 年 4 月公布）に掲げる道路セクターのうち大規模なものに該当するた

め。 

③ 環境許認可：本事業に係る環境影響評価（EIA）報告書は、2012 年 12 月に環

境天然資源省（Ministerio de Medio Ambiente y Recursos Naturales：MARN）

により承認済み。 

④ 汚染対策：工事中の粉じん、騒音、水質については、定期的な散水、防音壁の

設置、廃水・廃棄物管理等の対策が講じられる。供用後の騒音対策として、居

住地区付近に防音壁が設置されるほか、現在実施機関 MOPTVDU が開始して

いる速度規制やクラクション使用抑制等の交通教育が実施される予定。 

⑤ 自然環境面：事業対象地域は国立公園等の影響を受けやすい地域またはその周

辺に該当しない。本事業対象地及びその周辺に絶滅の危機にある樹木が存在す

るが、可能な限りそれらは避けるとともに、回避不可の場合には同種の植林や

移転等必要な措置を行う。 

⑥ 社会環境面：本事業は、合計約 124.6ha の用地取得及び計 57 軒の住民移転を

伴い、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン」（2010 年 4 月公布）に則し

て作成された住民移転計画に従って取得が進められる予定。なお、住民協議に

おいて、本事業及び補償方針に係る特段の反対意見は挙げられていない。 

⑦ その他・モニタリング：本事業は、コントラクターが、工事中の大気質、騒音、

水質等及び供用後の大気質、騒音等について、モニタリングする。 

2) 貧困削減促進 

本事業の実施が工事に要する雇用を創出するだけでなく、農業生産物の流通・

観光促進などの産業開発、及び、教育・医療施設へのアクセス改善によって貧困

削減に寄与する。 

3) 社会開発促進（ジェンダーの視点、エイズ等感染症対策、参加型開発、障害者

配慮等） 

本事業計画ルート上これまで道路がないため、17 か所の教育施設（幼稚園、小

学校等）が立地しており、これまで雨季の時期には通学できない状態にあったが、

本事業によって教育施設へのアクセス改善が期待できる。併せて、環境管理対策

として、歩道橋、バンプ、歩道橋の設置、及び、交通教育の実施を行うことも含

めている。 



(8) 他ドナー等との連携 

  なし 

(9) その他特記事項 

  なし 

 

4. 事業効果 

(1) 定量的効果 

1)運用・効果指標 

指標名 
基準値 

（2011 年実績値） 

目標値（2023 年） 

[事業完成 5 年後] 

年平均日交通量（台/日）   

既存 CA-1 拡幅区間（モンカグア～

エル・オブラフエロ間） 
22,524 30,911 

新規バイパス建設区間（エル・オ

ブラフエロ～アト・ヌエボ間） 
N.A. 13,132 

新規バイパス建設区間（アト・ヌ

エボ～エル・パパロン間） 
N.A. 2,064 

市内平均走行速度（km/h） 8.0 14.1 

通過所要時間（分） 58.3 26.9 

2) 内部収益率 

以下の前提に基づき、本事業の経済的内部収益率（EIRR）は 13.94%となる。な

お、本事業は料金収入がないため、財務的内部収益率（FIRR）は算出しない。 

費用：事業費（税金除く）、運営維持管理費 

便益：自動車走行費用の減少等 

プロジェクト・ライフ：20 年 

(2) 定性的効果 

  サンミゲル市内の交通渋滞緩和、サンミゲル市周辺を含む物流上の隘路の解消、都

市/地域経済開発の支援及び推進（物流の改善、産業・観光開発の推進）、パンアメリ

カンハイウェイの円滑な交通確保（中米地域連携）、気候変動適応策の推進。 

 

5. 外部条件・リスクコントロール 

工事対象地域における自然災害 

 

6. 過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 

(1) 類似案件の評価結果 

MOPTVDU が実施した円借款「道路整備事業」の評価結果等において、予期せぬ自

然災害・異常気象、計画後のルート変更と同変更に伴う用地取得の遅延が最大の要因

となってプロジェクト工期及び事業費が大幅に増大したことから、降雨が好機に及ぼ

す影響を十分スケジュールに組み込むこと、及び、工事の遅延やコストオーバーラン



を引き起こしうる設計変更を回避すべく、より詳細な技術調査および設計を行うこと

が望ましい、等の教訓を得ている。 

 

(2) 本事業への教訓 

上記教訓を踏まえ、本事業では自然災害の発生する可能性の高い雨期（一般的に 5

～11 月）を念頭におきつつ、実施スケジュールを設定している。また、実施スケジュ

ールの遅延及びコストオーバーランを引き起こす設計変更を注意しつつ、実施機関の

事業スケジュールをフォローすることとする。 

 

7. 今後の評価計画 

(1) 今後の評価に用いる指標 

上記 4.事業評価(1)定量的効果 1)運用・効果指標のとおり。 

(2) 今後の評価のタイミング 

  事業完成 2 年後 

以 上  


